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第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

今
年
度
は
庁
内
の
業

務
の
進
め
方
や
情
報

共
有
の
在
り
方
を
具
体
的
に

転
換
し
て
い
く
年
度
と
し
て

い
る
が
、
以
下
の
点
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

（
１
）
国
は
自
治
体
基
幹
業

務
の
20
業
務
を
対
象
に
「
国

が
策
定
し
た
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
た
」
と
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
は
、
ど
の
部

署
で
担
当
し
て
い
る
の
か
。

（
２
）
こ
れ
ら
の
20
業
務
に

は
町
民
の
ど
の
よ
う
な
個
人

情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

（
３
）
こ
れ
ら
の
20
業
務
は
、

今
年
４
月
以
降
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
が
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
が
、
予
定
ど
お
り

進
ん
で
い
る
か
。

（
４
）
３
月
の
予
算
委
員
会

で
の
質
疑
で
、「
業
務
委
託

の
中
で
個
人
情
報
を
漏
ら
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
義
務

と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。」

と
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
の
流
出
の

心
配
は
な
い
か
。
町
民
の
個

問

行政のデジタル化の開始に伴い、
町民の個人情報は守れるのか

システムの標準化を進めるとともに、個
人情報保護と情報セキュリティの強化に
取り組む

（
１
）
自
治

体
業
務
に
お

け
る
標
準
化
の
対
象
業
務
は

18
項
目
で
あ
り
、
選
挙
管
理

委
員
会
で
選
挙
人
名
簿
管

理
、
税
務
課
で
固
定
資
産

税
、
個
人
住
民
税
、
法
人
住

民
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
民

生
活
課
で
住
民
基
本
台
帳
、

戸
籍
、
戸
籍
附
票
、
印
鑑
証

明
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、
保
健
福
祉
課
で
健
康
管

理
、
障
が
い
者
福
祉
、
介
護

保
険
、
子
育
て
支
援
課
で
児

童
手
当
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
、
学
校
教
育
課
で
就
学

を
担
当
し
て
い
る
。

（
２
）
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
の
ほ
か
各
業
務

で
必
要
と
な
る
情
報
が
含
ま

れ
る
。

（
３
）
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
戸

町長

町
長

中河議員の
一般質問全編

中河 つる子　議員

人
情
報
を
守
る
た
め
に
委
託

だ
け
で
は
な
く
、
業
務
に
精

通
し
た
町
職
員
も
専
門
人
材

と
し
て
採
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

籍
附
票
の
一
部
機
能
を
除

き
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て

シ
ス
テ
ム
移
行
が
完
了
し
て

い
る
。
戸
籍
附
票
の
一
部
機

能
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い

て
10
年
度
末
ま
で
の
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

本
町
に
お
い
て
は
令
和
８
年

度
中
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

（
４
）
３
月
の
予
算
委
員
会

で
も
担
当
課
長
よ
り
、「
民

間
専
用
人
材
の
派
遣
受
け
入

れ
に
限
ら
ず
、
各
種
業
務
を

委
託
す
る
中
で
シ
ス
テ
ム
会

社
と
の
契
約
で
は
個
人
情
報

を
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
を
義
務
と
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
個
人
情
報
流

出
対
策
と
し
て
秘
密
保
持
の

徹
底
や
複
写
、複
製
の
禁
止
、

ア
ク
セ
ス
ロ
グ
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
。

　

職
員
研
修
の
受
講
や
本
年

度
か
ら
民
間
派
遣
を
受
け
る

地
域
活
性
化
起
業
人
を
講
師

と
し
た
職
員
向
け
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
、
シ
ス
テ
ム
の
管
理
・

運
用
に
関
わ
る
外
部
評
価
制

度
を
導
入
す
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
専
門
人

材
を
町
職
員
と
し
て
採
用
す

る
考
え
は
な
い
。

業務委託においても
守秘義務は課せられている
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合同墓アンケート調査の
今後のスケジュールを問う

町長

　

合
同
墓
に
関

わ
る
ニ
ー
ズ

調
査
に
つ
い
て
は
、
保
健
福

祉
課
の
終
活
支
援
事
業
で
実

施
す
る
「
終
活
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
調
査
」
に
含
め
て
実
施

し
、
対
象
者
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
中
か
ら
無
作
為
抽

出
し
た
１
０
０
０
人
と
し
て

お
り
、
７
月
中
旬
に
郵
送
し

８
月
末
ま
で
に
回
答
を
得
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。
ま
ず

は
町
民
の
「
終
活
に
対
す
る

不
安
や
ニ
ー
ズ
」
を
適
切
に

把
握
し
、
そ
の
結
果
を
見
て

今
後
の
判
断
を
し
て
い
く
。

お
墓
の
維
持
に
悩

む
高
齢
者
等
の
不

安
解
消
は
、
定
住
促
進
や
安

心
し
て
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
直
結
す
る
。

今
年
度
実
施
予
定
の
合
同
墓

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
実

施
時
期
、
対
象
者
、
方
法
、

結
果
の
活
用
方
針
や
、
整
備

に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
問
う
。

問

町
長

本
町
は
定
年
を
段

階
的
に
65
歳
に
引

き
上
げ
中
だ
が
、「
暫
定
再

任
用
制
度
」
は
運
用
さ
れ
て

い
な
い
。
職
員
補
充
が
課
題

と
な
る
中
、
課
題
や
今
後
の

方
針
、
65
歳
以
降
の
再
雇
用

に
対
す
る
考
え
を
問
う
。

問

定
年
延
長
は

人
材
確
保
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、

組
織
の
新
陳
代
謝
が
課
題
で

あ
る
。

　

暫
定
再
任
用
は
運
用
し
て

い
な
い
が
、
定
年
到
達
後
の

年
金
制
度
等
を
考
慮
し
会
計

町
職
員
の
定
年
退
職
者
の
再
任
用
及
び
65
歳
以
降
の

再
雇
用
の
考
え
を
問
う

令
和
10
年
供
用
開

始
予
定
の
新
く
り

り
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
総
事
業

費
約
５
３
５
億
円
と
い
う
本

町
の
将
来
の
財
政
を
左
右
す

る
巨
大
事
業
で
あ
る
。
供
用

開
始
ま
で
２
年
を
切
る
中
、

資
材
高
騰
等
に
よ
る
総
事
業

費
増
額
や
事
業
計
画
変
更
に

問

新
く
り
り
ん

セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
資
材
高
騰
等
に

よ
る
増
額
補
正
分
や
、
変
更

後
の
分
担
金
を
予
算
計
上
し

町
長

受
注
者
等
と
の
協
議
に
よ
り
、
変
動
す
る
可
能
性
は
高
い

町
長

て
い
る
。
賃
金
等
の
高
騰
が

続
い
て
お
り
、
今
後
も
増
額

す
る
可
能
性
は
高
い
が
、
現

時
点
で
組
合
か
ら
の
通
知
は

な
い
。
工
事
進
捗
率
は
令
和

８
年
４
月
末
で
13
・
７
％
。

今
後
の
見
通
し
は
、
受
注
者

等
と
の
協
議
に
よ
り
変
動
す

る
と
考
え
る
。

川上議員の
一般質問全編

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
65
歳
以
降
の
再
雇
用
は
行
わ
な
い

町
長

町
長

川上 　均　議員

新
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
お
け
る
負
担
金
の

見
通
し
を
問
う

年
度
任
用
職
員
と
し
て
の
任

用
を
進
め
た
い
。

　

65
歳
以
降
の
雇
用
は
、
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除

き
、再
雇
用
の
考
え
は
な
い
。

関
す
る
協
議
の
現
状
、
工
事

進
捗
率
、
今
後
の
負
担
金
の

見
通
し
を
問
う
。

帯広の納骨塚

65歳以上の無作為抽出者1,000名に
７月中旬に郵送予定




